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論 文 内 容 の 要 旨 
第１章 序論 
 我が国の科学捜査研究所では、被疑者に対し、生理心理学的反応を用いた虚偽検出研究の知見を応
用したポリグラフ検査を実施している。よって、虚偽検出の技術は犯罪捜査へ応用されているため、
社会において、生理心理学的反応の変化から特定の情報（裁決項目）に関する認識の有無や虚偽を検
出することは重要であり、高い虚偽検出精度が得られる手法の開発が求められている。虚偽検出の精
度を向上させるために、まず、第一に、虚偽や裁決項目への認識の隠匿に伴う反応の生起要因を明ら
かにする必要がある。生起要因が明らかになれば、これらの反応を検出するのにより適した生理指標
を考慮し、有効な虚偽検出アプローチを検討することができる。第二に、より高い虚偽検出精度が期
待される新規の生理指標の有効性の検討が重要である。しかし、どのような生理指標を用いても虚偽
や裁決項目への認識の隠匿に伴う特異反応の表出度合いには個人差がある。そのため、第三に、特異
反応の個人差に影響する要因を探索的に検討する必要がある。上記の 3つを検討することにより、虚
偽や裁決項目への認識の隠匿に伴う生理反応の性質を理解し、各被検者の個人特性に応じた有効な虚
偽検出手法を用いることで、虚偽検出精度を向上させることができると考えられる。 
第２章 背景 
虚偽や裁決項目への認識の隠匿に伴う反応の生起要因については諸説あるが、著者は、情動的側面
と認知的側面の両方が関与していると考え、「虚偽に伴う情動的側面の反応（情動反応）を末梢神経系
の指標が反映し、その情動反応の制御に伴う認知的側面の反応（認知処理）を中枢神経系の指標が反
映する」と仮定した。本研究では、著者の仮定における虚偽に伴う情動的側面を情動プライミング研
究のパラダイムを応用して解明することにした。 
 また、従来の虚偽検出研究では末梢神経系の生理指標が主に用いられてきたが、近年では中枢神経
系の指標を用いた虚偽検出法が高精度であることが報告されている。脳機能計測技術の中では、侵襲
性が低く、操作性の高い NIRS（近赤外分光法）という技術が可能になったため、NIRS を用いた虚
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偽検出法の有効性について検討することにした。 
また、情動反応の表出に関わるような末梢神経系の反応と情動反応の表出に対する能動的な制御に
関わるような中枢神経系の反応では、反応の表出に関連する個人特性が異なる可能性がある。よって、
各生理反応とパーソナリティ特性との関連を探索的に検討することにした。また、神経イメージング
研究では、正直な応答よりも虚偽の応答をする方が認知負荷が高く、脳がより賦活することが示され
ており、認知機能が虚偽反応と関連する可能性が考えられる。しかし、認知機能と虚偽反応の関連に
ついてはあまり検討されていないため、本研究では様々な認知機能と虚偽に伴う反応の関連を検討す
ることにした。また、被検者が行う妨害工作（カウンタメジャー）が虚偽検出精度に影響することを
報告している研究があるため、末梢神経系の反応におけるカウンタメジャーの影響について詳細に検
討することにした。 
 
第３章 虚偽に伴う情動変化に関する検討 
 本研究では、特定の刺激と虚偽を結びつけるための「虚偽課題」および虚偽課題で用いた刺激が先
行呈示された後に中立刺激を評価させる「図形評価課題」を実施し、情動プライミング研究で用いら
れているパラダイムを応用して、虚偽に関連した先行刺激が後続の中立刺激の評価に及ぼす影響を分
析することにより、虚偽に伴う情動の情動価について検討した。本研究の結果、嘘をつくことそれ自
体に伴い、Negative情動が自動的に喚起される可能性が示唆された。本研究の結果は、虚偽に伴う生
理反応の生起要因に関する情動的側面についての著者の仮定を部分的に支持するものである。 
 
第４章 NIRSを用いた虚偽検出法の有効性に関する検討 
 本研究では、3 つの課題（単純な嘘をつく課題、複雑な嘘をつく課題、隠匿情報検査）を行ってい
る間の 41名の実験参加者の前頭部の oxy-Hb濃度変化を測定することにより、NIRSを用いた虚偽検
出法の総合的な有効性を検討した。また、様々な課題を行うことで、虚偽や裁決項目の隠匿に伴う脳
活動変化がどのような認知処理を反映しているのかについて検討した。本研究の結果、いずれの課題
においても 80%以上の虚偽検出精度が得られ、NIRSを用いた虚偽検出法は有効であることが示され
た。また、課題の情動的負荷の増加に伴い、脳活動の変化量（特異反応量）も増加する傾向が見られ
たため、NIRS で確認された虚偽や裁決項目の隠匿に伴う脳活動は情動反応の表出を抑制しようとす
る能動的制御を反映している可能性が示唆された。本研究の結果は、虚偽に伴う生理反応の生起要因
に関する認知的側面についての著者の仮定を部分的に支持するものである。 
 
第５章  虚偽や裁決項目検出に伴う特異反応と個人特性の関係 
(1) パーソナリティ特性との関連 
本研究では、虚偽や裁決項目への認識の隠匿に伴う特異反応の表出に影響する個人特性を明らかに
するために、質問紙検査で得られた実験参加者のパーソナリティ特性と第 3章、第 4章およびカード
テスト課題で得られた虚偽や裁決項目への認識の隠匿に伴う生理反応の関連について相関分析を実施
した。本研究の結果、中枢神経系の反応の特異反応の表出には、「誠実性」や「無情さ」等、末梢神経
系の反応の特異反応の表出には、神経症傾向を表すようなパーソナリティ特性、皮膚電気活動や心臓
血管系反応に関しては、「利他的」、「論理的な思考傾向」と関連する可能性が示唆された。 
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第６章  虚偽や裁決項目への認識の隠匿に伴う特異反応と個人特性の関係 
(2) 認知機能との関連 
本研究では、認知機能と虚偽や裁決項目への認識の隠匿に伴う反応の表出の関連を検討するために、
複数の認知機能を評価できるバッテリーを用い、バッテリーで評価された認知機能成績と第 4章で得
られた虚偽の応答や裁決項目への認識の隠匿に伴う中枢神経系の反応の関連について検討した。本研
究の結果、「流暢性」を除き、処理速度や視覚学習、社会認知などの成績と虚偽や裁決項目への認識の
隠匿に伴う中枢神経系の反応の間に有意な負の相関が確認され、認知機能の成績が高い人ほど特異反
応が表出しにくい可能性が示唆された。 
 
第７章  虚偽や裁決項目への認識の隠匿に伴う特異反応と個人特性の関係 
(3) パーソナリティ特性と認知機能に関する総括的検討 
本研究では、虚偽や裁決項目への認識の隠匿に伴う反応と関連する個人特性について総括的に考察
するため、第 5章、第 6章で関連が確認された各パーソナリティ特性や認知機能について探索的因子
分析を行い、統合因子を抽出し、それらの因子と虚偽や裁決項目への認識の隠匿に伴う反応の表出度
合い（特異反応量）において相関分析を行った。本研究の結果、「能動的制御の能力が高い人」、「周囲
の状況をよく観察し人を操作できるような能力が高い人」は虚偽に伴う中枢神経系の特異反応が表出
されにくく、「利己的で衝動的支配性が高い人」は、裁決項目への認識の隠匿に伴う中枢神経系の特異
反応が表出されにくい可能性が示唆された。また、末梢神経系の反応においては、「神経症傾向が高
い人」は心臓血管系反応や呼吸運動を指標とした場合に、「利他的で他人を思いやるような傾向
の高い人」は皮膚電気活動を指標とした場合に、虚偽に伴う特異反応が表出されやすい可能性が
示唆された。 
 
第８章  虚偽や裁決項目への認識の隠匿に伴う特異反応と個人特性の関係 
(4) 妨害工作との関連 
本研究では、被検者が行使する心理的カウンタメジャーが生理反応に及ぼす影響を明らかにするた
めに、カードテスト課題で実験参加者が行った心理的カウンタメジャーの行使度と虚偽に伴う末梢神
経系の反応の表出度合いの関連について相関分析を実施した。本研究の結果、「異なるカードを選んだ
と思いこもうとした」や「何か関係のないことを考えるようにした」といったカウンタメジャーが多
く用いられており、上記 2つのカウンタメジャーの行使度と皮膚電気活動、心臓血管系反応の表出度
合いにおいて負の相関が有意傾向であった。よって、上記のような心理的カウンタメジャーの影響を
受け、虚偽に伴う特異反応量が小さくなりやすい可能性が示唆された。従って、特定の非裁決項目や
質問呈示時以外に生理反応の頻発するような不審な反応が見られる場合には、これらの心理的カウン
タメジャーが行われている可能性を生理反応から推測し、注意して生理反応を分析していく必要があ
ると思われる。 
 
第９章 総合考察 
本研究の第 3章では虚偽に伴い、自動的に Negative 情動が喚起されることを明らかにし、第
4章ではNIRSを用いた虚偽検出法が虚偽や裁決項目への認識の隠匿に伴う反応を検出するのに
有効であることを確かめた。また、第 5章から第 8章の研究から、末梢神経系と中枢神経系の虚
偽や裁決項目への認識の隠匿に伴う反応の表出度合いと関連する個人特性（パーソナリティ特性、
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認知機能成績、妨害工作行為）ついて詳細に検討し、いくつかの個人特性が虚偽に伴う反応に影
響を及ぼす可能性が示唆された。今後の課題としては、実務への応用を考慮するためには、犯罪
者集団でも本研究と同様の結果が得られるかどうか検討する必要がある。また、NIRSを従来の
ポリグラフ装置に加えて試験的に導入し、実務のポリグラフ検査環境で有効であるかどうかを確
認する必要がある。また、実務の場において、被検者の個人特性をどのように評価するかについ
ても今後の検討課題である。 
 
結論 
 本研究では、虚偽検出の精度向上を目指し、虚偽や裁決項目への認識の隠匿に伴う反応の生起要因
の解明、より虚偽検出精度が高い新規の生理指標の検討、被検者側の反応の個人差に影響する個人特
性について検討した。本研究の結果、虚偽に伴う情動的側面については、嘘をつくことそれ自体が自
動的にNegative情動を喚起することが明らかになり、NIRSを用いた虚偽検出の有効性については、
様々な課題で 80%以上の虚偽検出率が見られ、有効であることが確認された。また、末梢神経系の反
応においては、神経症傾向が高く、利他的な人ほど反応が表出されやすく、中枢神経系の反応におい
ては、能動的制御に関与するような認知機能の能力や対人コミュニケーションスキルが高い人、衝動
的支配性の高い人で反応が表出されにくい可能性が示唆された。また、皮膚電気活動や心臓血管系反
応は、何か関係ないことを考える」、「非裁決項目を裁決項目だと思い込む」のような心理的カウンタ
メジャーの行使により、反応が表出しにくくなる傾向が示唆された。本研究によって得られた知見を
生かし、被検者の特性に応じた有効な生理指標を用いることで、犯罪捜査の場で行うポリグラフ検査
を改善させ、裁決項目検出や虚偽に伴う特異反応の検出精度を向上させることができると思われる。 
